
檜洞丸 記： TA 

期 日：6 月 6 日（金）      晴 

コース：箒沢公園橋/8:50→板小屋沢ノ頭 10:20→石棚山稜分岐 11:20→同角山稜分岐

12:10/12:25→ツツジ新道分岐 12:35→檜洞丸 12:50/13:00→ツツジ新道分岐

13:10→展望園地 13:50/13:55→ゴーラ沢出合 14:30/14:35→西丹沢ビジターセン

ター15:15 

参加者：TA（単独） 

 

 

 

 

  

 箒沢公園橋でバスを降りて出発 沢沿いを登ってきたが、ここで右岸側 

 気温は 20℃と涼しい の山に入る（振り返ってみた風景） 

 

  

 急登をひたすら上る 次の鎖場 

 短いが鎖場もある こちらは地盤が粘土質で滑りやすい 

 

 

 

 

 

 



 

  

 まだまだ急登は続くが、 ヤマツツジ 

 階段ではないので、好みのステップで歩ける シロヤシオは散った花びらは見たものの咲いて 

 ルーファイも楽しい いるものは見なかったので、咲き終わったよう 

 

  

 ようやく板小屋沢ノ頭に着く 急登の岩場 

 ここで一休み 手を使うほどでは無い 

 

  

 稜線が見えてきた！ ようやく稜線（石棚山稜尾根）に出た 

 （ヤブ沢ノ頭の手前） 風があって、涼しい 

  18℃ 

 



 

  

 ここからの尾根はとても素敵なブナ林 ユーシンへの分岐（同角尾根） 

 歩いていて楽しい この道は途中で通行止めのはず（掲示は無し） 

  ベンチがあり、ここで昼食休憩 

 

  

 ツツジ新道への分岐 山頂へは湿原保護の木道が続く 

 帰りはこちら（左方向）へ下る  

 

  

 ついに、山頂に到着 神奈川県最高峰の 

 標高 1,601m 蛭ヶ岳が見える 

 

 



 

  

 西側には富士山 下りはツツジ新道を使う 

  トウゴクミツバツツジが満開 

 

  

 暫く下ると 展望園地では、木々が伸びて 

 ヤマツツジが満開 富士山の山頂がかろうじて見えた 

 

  

 ゴーラ沢出合 無事、登山口に到着 

 比較的水量が多く、飛び石では渡れず  

 沈んでいる大きめの石を踏んで慎重に渡った  

 バランス取りにストックが有効  

以上 


